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１．概要（Summary） 

PVDF-TrFE は MEMS プロセスと親和性の高い圧電

発電材料である。それを用いた圧電エナジーハーベスト

デバイス作製のために櫛歯型電極が必要となる。今回早

稲田大学ナノテクノロジー研究センターの装置を用いて

櫛歯型電極の作製を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ダイシングソー、両面マスクアライナ、Deep-RIE 装置、

汎用 SEM 

【実験方法】 

  厚さ 200µm の低抵抗シリコン基板をダイシングソウに

よって 20 mm×20 mm に切断する。その後レジストとし

てOFPR-800LBを用い、UV露光装置によるパターニン

グを行う。最後に Deep-RIE を用いたシリコンの深堀エッ

チングによってシリコン基板を貫通させることで電極を作

製した。電極の完成後は汎用 SEM を用いてデバイスの

観察を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

両面マスクアライナによるフォトリソグラフィ後の光学顕

微鏡による観察結果を Fig. 1に示す。 

 

 

Fig. 1 Observation result after photolithography 

 

観察した結果想定通りにパターンが形成できていること

が確認できた。 

また Fig. 2に汎用 SEMによる観察結果を示す。 

 

 

Fig. 2 SEM image of comb-shaped electrode 

 

こちらも想定通りの観察結果を得ることができた。今後

作製した電極の間に圧電材料を充填することで、エナジ

ーハーベストデバイスの作製を行っていく。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし 
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